
美術学部３つのポリシー 
 

ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針） 

 秋田公立美術大学は社会の大きな変動に呼応し、古い概念にとらわれることなく新しい

芸術領域の創造に挑戦する大学です。本学の使命は、自然と伝統文化に恵まれた秋田の文

化的資源を活用し、芸術のもつ可能性、公共性を探求することを複合的に学びながら、自

らの芸術的感性と創造性をいかし、秋田から全国、世界へと、社会に貢献する人材を送り

出すことです。 

このような本学の理念に基づき、以下の４つの能力を身に着け、かつ所定の単位を修得

した学生に対して、学士（美術）の学位を認定します。 

 

(1) 従来の芸術を理解し、それを新しい芸術として再創造できる能力 

(2) 文化の多様性を受け容れ、芸術において異文化と共存できる能力 

(3) グローバルな視野に立ち、国際的な舞台に挑戦できる能力 

(4) 芸術の新しい知見によって、地域社会の発展に貢献できる能力 

 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

 秋田公立美術大学は、ディプロマ・ポリシーを踏まえ、次の四つの方針によりカリ

キュラムを編成します。 

 

(1) 本学の教育課程は、「教養科目」、「専門科目」、「キャリア教育科目」、「教職課程科

目」および「博物館学芸員課程科目」で構成する。 

教養科目では、グローバルな視野や多元的な視点で物事を捉える力を養い、専門科目

では、美術に関連する基礎的な理論と技術を横断的に学び、表現の広がりや新たな発想

へと繋げる事を目標とする。 

(2) １・２年次は、導入科目で基礎技術を修得し、「現代芸術論」で分野を横断的に学ぶ

と同時に、「現代芸術演習」で多くの素材や技法を体験する。さらに、教養科目の歴史

と文化や、美術理論・美術史科目を学ぶ事で、グローバル人材の育成に必要な文化の多

様性や価値を学ぶ。 

(3) ２年次後期からは各専攻に所属し、専攻の演習を通してフィールドワークやグループ

ワークを行い、地域の伝統や文化を理解し、アート・デザイン等の専門知識を培いなが

ら、まちづくりや作品制作に活かす。さらに各専攻の実践的・発展的な知識と技法を体

系的に学び、４年次後期は学習成果の集大成として卒業研究を行う。                                                                                  

(4) 卒業後の社会人・職業人に求められる教養やスキルを養うため、「キャリア教育科

目」をおき、各学生のキャリア形成へと繋げる。また、教員および博物館学芸員の育成

のため「教職課程科目」および「博物館学芸員課程科目」をおく。 



（学習成果の評価） 

学習成果は、履修科目登録の上限設定により学生の学習時間を確保するとともに、作品

制作では、時間外制作も含めた成果をもって評価します。また、授業の到達目標や内容、

成績評価方法・基準等をシラバスで明示し、厳正で客観的な成績評価を行います。 

 

アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針） 

（受入れの基本方針） 

 秋田公立美術大学は、次のような目的意識を持った学生を受け入れます。 

 

(1) 芸術の未知の領域に強い関心を持つ人 

(2) 自ら問題を発見し、積極的に学ぶ意欲のある人 

(3) 芸術分野で自立する意欲のある人 

(4) 芸術を通して、地域社会の発展に貢献する意欲のある人 

 

（入学前に修得しておくことを期待する内容） 

(1) 形態や空間などを観察し把握する力や描写力、構成力 

(2) 文章などを読み解く読解力や思考力 

(3) 自身の考えを整理し、的確に伝えることのできる表現力 

(4) 国内外で活躍するために必要な教養や異文化への理解 

(5) 数理科学や自然科学に対する基礎知識や論理的思考力 

(6) 他者と積極的に関わることのできるコミュニケーション能力 

 

（多様な選抜で求める人材像） 

(1)  一般選抜（前期日程） 

十分な基礎学力を持ち、物事を観察し捉えた特徴を正確に表現する能力と与えられた

テーマの内容を理解した上で、自ら考え、独創的な発想力を自身の得意とする媒体を通

じて表現できる能力を備えた人を求めます。 

(2)  一般選抜（中期日程） 

十分な基礎学力を持ち、物事を観察し捉えた特徴を正確に表現する能力と自身の発想

力を的確に表現できる能力を備えた人を求めます。 

(3) 推薦選抜Ⅰ 

高等学校等において学業・課外活動に優れた成績を修め、コミュニケーション能力と

美術分野で優れた能力を有し、未知の芸術領域や新しい表現技法を探求する意欲のある

人を求めます。 

(4) 推薦選抜Ⅱ 

十分な基礎学力を持ち、高等学校等において学業・課外活動に優れた成績を修め、論



理的思考力やコミュニケーション能力を有し、芸術分野に興味・関心があり芸術を用い

た活動を通して地域や社会に貢献する意欲のある人を求めます。 

 

※アドミッション・ポリシーについては 2020年度入学者選抜から適用                 

                                       


